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論  文  名 中国語会話書から見た近代日本語の研究 
 本論文は、明治初期から第二次大戦終結までに日本で刊行された中国語会話書を対象とし、その日
本語史資料としての性格とそこに記された日本語の近代語としての特徴を論じたものである。全体













の需要が高まったという背景があり、軍隊における会話場面も多く見られる。「第 4 部 Ⅱ-2 期（確
立後期）における日本語資料としての主要な中国語会話書」では、明治後期の代表的な中国語会話書
『官話指南総訳』を主な対象とし、ワア行五段動詞連用形の音便の問題（ウ音便と促音便の拮抗状況）
や質問文の諸相、公的交渉場面における文語使用の問題等について論じている。「第 5部 中国語会話
書における日本語訳文の特徴」では、これまでの考察方法と異なり、全時期から中国語会話書 9書を
選び出し、人称代名詞の直訳度、当為表現（特に二重否定表現）の時期的変化等について論じている。
「終章」では本論文の各部のまとめと意義、今後の課題について述べている。 
 以上、本論文は、これまで中国学関係の分野でしか注目されてこなかった中国語会話書を対象とし、
日本語学としてそれらをどう位置付けるか、そこに記されている日本語を近代日本語としてどう見る
か、という点について論じたものである。相当数の中国語会話書の詳細な調査とこれまでの日本語学
における近代語研究によって得られた知見との綿密な比較を通して、中国語会話書が日本語学の資料
としても充分に活用可能であることを説得力のある論証によって十全に明らかにしている。 
 よって、本論文の提出者は、「博士（文学）」の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認め
られる。 
 
